様式第１７（第４２条関係）（第一面から第三面まで）

	認定更新申請書

申請年月日　 　　2024年 2月 26日
　
　　経済産業大臣　殿
（ふりがな）しすめっくすかぶしきがいしゃ 
一般事業主の氏名又は名称  シスメックス株式会社 
（ふりがな）  あさの　かおる      
（法人の場合）代表者の氏名  　浅野　薫     印   
住所　〒651-0073　兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番1号

法人番号　　9140001009530　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　情報処理の促進に関する法律第３２条第１項の認定の更新を受けたいので、下記のとおり申請します。

	記
情報処理システムの運用及び管理に関する指針に関する取組の実施状況

　(1) 企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	1 プレスリリース　(シスメックスグループ中期経営計画を策定～持続的な成長に向け、グループの成長力強化、経営基盤強化を推進～)
2 プレスリリース （企業体質の強化および新たな価値創造に向けたデジタル化によるビジネスプロセス改革の推進）
3 プレスリリース　(シスメックスグループ長期経営戦略および中期経営計画を策定)

	公表日
	1 2019年5月8日
2 2019年5月8日
3 2023年5月11日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	1 https://www.sysmex.co.jp/news/2019/pdf/190508e.pdf
4ページ3.(5)項
2 https://www.sysmex.co.jp/news/2019/190508g.html
3 https://www.sysmex.co.jp/news/2023/230511_03.html

	記載内容抜粋
	1 プレスリリース　(シスメックスグループ中期経営計画を策定～持続的な成長に向け、グループの成長力強化、経営基盤強化を推進～)
３．ポジショニング目標達成に向けた取り組み (5)デジタル化によるビジネスプロセス改革において、企業体質の強化および新たな価値創造に向けたビジネスプロセスの改革をグローバルに推進するため、次世代基幹システムやデジタル基盤の刷新に取り組むことを公表しております。

2 プレスリリース （企業体質の強化および新たな価値創造に向けたデジタル化によるビジネスプロセス改革の推進）
今回の取り組みにより、情報セキュリティなどの企業インフラを強化するとともに、グループ全体の経営状況のリアルタイム把握、バリューチェーンにおける一貫した製品情報の連携による業務効率の向上に加え、製品供給リードタイムの短縮、原材料費、在庫回転日数の削減など、オペレーションの最適化による生産性の向上を目指します。さらに、バリューチェーンの各プロセスにおける情報を連携することによる効率的な新製品・サービスの開発・導入や、デジタル基盤と既存のネットワークソリューションCaresphere™などとの連携による付加価値の提供を推進し、病院や検査室における運営の効率化支援などを通じた医療経済への貢献を目指すことを公表しております。

3 プレスリリース　(シスメックスグループ長期経営戦略および中期経営計画を策定)（2023年5月11日発信）中期経営目標達成に向けた重点課題
1）既存事業領域のイノベーションによる競争力の強化と市場の拡大 
医療品質の向上が大きく期待される新興国において、市場ニーズに適した製品の導入を進め、医療アクセスの向上や医療インフラ強化に貢献します。
6）人的資本および経営基盤強化を通じた企業価値の向上
持続的な成長を支える次世代リーダーと高度専門人材の獲得および育成を通じ、経営戦略に合わせた人的資本ポートフォリオの拡充を図ります。また、スマートワークの推進や公正で魅力的な企業カルチャーの醸成によるエンゲージメントの向上に取り組みます。引き続き、(中略)DXによる業務プロセスの改善と生産性の向上に取り組みます。

	意思決定機関の決定に基づいていることの説明
	1 取締役会の承認後、プレスリリース実施基準に従い公表しております。
2 プレスリリース実施基準に従い、公表承認者の承認後に公表。なお、取締役会で承認された方針に基づき作成された内容となります。
3 取締役会の承認後、プレスリリース実施基準に従い公表しております。



[bookmark: _Hlk148448034](2) 企業経営及び情報処理技術の活用の具体的な方策（戦略）の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	1 プレスリリース（企業体質の強化および新たな価値創造に向けたデジタル化によるビジネスプロセス改革の推進）
2 プレスリリース「機構改革・人事異動のお知らせ」
3 シスメックスレポート2022
4 プレスリリース「機構改革・人事異動のお知らせ」
5 プレスリリース　(ガーナ共和国への臨床検査品質管理を支援するネットワークソリューションCaresphere™活用の調査事業が経産省公募事業に採択)
6 シスメックスレポート2023
7 シスメックス　サステナビリティデータブック2023

	公表日
	1 2019年5月8日
2 2021年3月8日
3 2022年9月28日
4 2023年3月9日
5 2023年7月27日
6 2023年9月29日
7 2023年10月16日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	1 https://www.sysmex.co.jp/news/2019/190508g.html
2 https://www.sysmex.co.jp/news/2021/pdf/210308_01.pdf
3 https://www.sysmex.co.jp/ir/library/annual-reports/Sysmex_Report_2022.pdf
41ページ
4 https://www.sysmex.co.jp/news/2023/pdf/230309.pdf
　　5ページ
5 https://www.sysmex.co.jp/news/2023/230727.html
6 https://www.sysmex.co.jp/ir/library/annual-reports/Sysmex_Report_2023.pdf
50ページ、53ページ、79ページ
7 https://www.sysmex.co.jp/csr/report/sustainability2023_all.pdf
　　25ページ、40ページ

	記載内容抜粋
	1 プレスリリース（企業体質の強化および新たな価値創造に向けたデジタル化によるビジネスプロセス改革の推進）
IoTに代表されるデジタル技術の進展により、多種多様なデータの収集が可能となり、収集された膨大なデータのAIを用いた解析や、Robotic Process Automationによる定型作業の自動化が急速に進んでいます。これらの新たな技術を活用したビジネスプロセスのデジタル化は、企業経営における意思決定や、オペレーションにおける生産性向上に加え、新たなサービスの創出などの価値創造に大きく寄与することが期待されています。
企業体質の強化と新たな価値創造に向けたビジネスプロセスの改革をグローバルに推進するため、次世代基幹システムやデジタル基盤を刷新します。今回のデジタル化によるビジネスプロセス改革は、経理財務をはじめ、研究開発、調達・物流、生産、販売・サービス、さらには人材マネジメントなど広範囲におけるプロセス改革を対象としていることを公表しております。
2 プレスリリース「機構改革・人事異動のお知らせ」
詳細を(2)①に記載。
3 シスメックスレポート2022
グループのデジタル化推進と顧客価値創造に向けたDXの実現において下記取り組む旨公表しております。
・DXを推進する専門組織を設置し、社内外のデジタル化推進機能を強化
・グループ全体の最適化・効率化を目指し、社内ビジネスプロセスのデジタル化を加速
・Caresphereのアプリケーション拡充によるお客様に対する価値創出の増大
4 プレスリリース「機構改革・人事異動のお知らせ」
詳細を(2)①に記載。
5 プレスリリース（ガーナ共和国への臨床検査品質管理を支援するネットワークソリューションCaresphere™活用の調査事業が経産省公募事業に採択）
医療環境や医療制度等、保健システムの未整備により、適切な医療を受けることが困難なアフリカ諸国を含む多くの新興国・開発途上国では、精度管理手法の認知啓発や技術の普及が課題となっています。
ガーナの医療機関に外部精度管理をリアルタイムに実施できるアプリケーションCaresphere XQCを試行的に導入し、製品・サービスのイノベーションを通じた医療課題解決を目指してまいります。
6 シスメックスレポート2023
（販売・サービス＆サポート体制の拡充）
これまでCaresphereで蓄積したサービスデータなどのデジタル情報を活用したサービスモデルを構築し世界中へ新たな価値を提供していきます。
（人的資本および経営基盤強化を通じた企業価値の向上）
人的資本の目指す姿の1つ目の「人材ポートフォリオの最適化」とは、戦略を推進し、企業の持続的な価値向上に寄与する人材が適切に配置されていることです。この実現に向けて、経営戦略が目指す事業領域や機能、スキル・専門性、多様性など多面的な視点で組織づくりに取り組みます。2つ目の「高いエンゲージメント」とは、従業員一人ひとりが心身ともに充実し、個々の働きがいが実現されていることです。（中略）、時間、場所、雇用形態に関わらず多様な人材が活躍できる仕組みを構築します。（中略）
シスメックスは、グローバルキーポジションの後継者の可視化や育成機会を充実することで、既存事業と新規事業をけん引するリーダーを持続的に確保・育成していきます。
7 シスメックス　サステナビリティデータブック2023
詳細を（２）①と②で記載

	意思決定機関の決定に基づいていることの説明
	1 プレスリリース実施基準に従い、公表承認者の承認後に公表。なお、取締役会で承認された方針に基づき作成された内容となります。
2 取締役会の承認後、プレスリリース実施基準に従い公表しております。
3 取締役会の承認後、プレスリリース実施基準に従い公表しております。なお、経営会議・取締役会メンバーのレビューおよび意見を反映した上で公表しております。
4 取締役会の承認後、プレスリリース実施基準に従い公表しております。
5 プレスリリース実施基準に従い、公表承認者の承認後に公表。なお、取締役会で承認された方針に基づき作成された内容となります。
6 取締役会の承認後、プレスリリース実施基準に従い公表しております。なお、経営会議・取締役会メンバーのレビューおよび意見を反映した上で公表しております。
7 取締役会の承認後、プレスリリース実施基準に従い公表しております。なお、経営会議・取締役会メンバーのレビューおよび意見を反映した上で公表しております。



　　① 戦略を効果的に進めるための体制の提示
	戦略における記載箇所・ページ
	②プレスリリース「機構改革・人事異動のお知らせ」https://www.sysmex.co.jp/news/2021/pdf/210308_01.pdf
　1ページ(4)項
④プレスリリース　「機構改革・人事異動のお知らせ」https://www.sysmex.co.jp/news/2023/pdf/230309.pdf
⑥シスメックスレポート2023　https://www.sysmex.co.jp/ir/library/annual-reports/Sysmex_Report_2023.pdf
79ページ
⑦シスメックス　サステナビリティデータブック2023
https://www.sysmex.co.jp/csr/report/sustainability2023_all.pdf
40ページ

	記載内容抜粋
	②デジタルトランスフォーメンション（DX）戦略実行スピードの向上のため、「DX 戦略推進本部」を新設しております。「DX 戦略推進本部」は、Caresphere イノベーション部、デジタル企画部、情報ソリューション部で構成されており、シスメックスグループにおけるデジタル化と顧客価値創出に向けた DX の実現を統合的に推進しております。
詳細はプレスリリース内1.(4)に機構改革、2.(4)(5)に人事異動について記載しております。
④DX戦略推進本部に「グローバルIT統括部」を新設し、本部長川戸真一が当部部長を兼任する旨公表しております。
詳細はプレスリリース内、2.(4)(5)に人事異動について記載しております。
⑥取締役会メンバーの持つスキルを棚卸し、企業に必要なスキルが揃っているか確認を実施しております。IT・DXなどに関する実務・マネジメント・担当役員などとしての経験、知見をもった取締役が在籍しております。
⑦リスキリング・キャリア転換　40P
新たなキャリアの可能性を広げる機会として、インプット中心の学習ではなく、実際の仕事や関連テーマの実体験を通じたリスキリングやキャリア転換をサポートしています。
例えば、デジタル化に関するリスキリングとして、デジタル・トランスフォーメーション（DX）に必要な知識・スキルを体系化し、それぞれのレベルに応じたプログラムを提供しています。
また、本人の希望で配置転換を行う場合には、半年のトライアル期間を設け、その職務や組織で活躍できるかを見極めた上で、正式配属を決定するアプレンティス制度を導入しています。
さらにジョブ型の人事制度をグループ関係会社にも導入したことで、共通のグレードに基づき、部門・グループ会社間での比較が可能となるため、本人の希望地域や専門性をマッチングさせることで、キャリア探索期や確立期だけでなく、リスキリングによる学びや経験を生かしたセカンドキャリアの構築にも有効に作用しています。



　　② 最新の情報処理技術を活用するための環境整備の具体的方策の提示
	戦略における記載箇所・ページ
	①プレスリリース （企業体質の強化および新たな価値創造に向けたデジタル化によるビジネスプロセス改革の推進）
https://www.sysmex.co.jp/news/2019/190508g.html
③シスメックスレポート2022　
https://www.sysmex.co.jp/ir/library/annual-reports/Sysmex_Report_2022.pdf
 41ページ
⑦シスメックス　サステナビリティデータブック2023
https://www.sysmex.co.jp/csr/report/sustainability2023_all.pdf
 25ページ

	記載内容抜粋
	①デジタル化によるビジネスプロセス改革の基盤として、SAPの次世代ERPのSAP S/4HANA® 、SAP HANA® Enterprise Cloud、SAP®Concur®、SAP® Digital Boardroom、他多数のSAPソリューションへの刷新を進めており、デジタル化計画の概要、実施期間、投資額、推進パートナーについて公表し、デジタル化を推進しております。
③顧客向けのDXは、従来のサービスであるSNCSのノウハウを活用し、Caresphereプラットフォームの新たなアプリケーション開発に取り組んでいます。2021年度は、外部精度管理のアプリケーションであるCaresphereXQCの提供を開始しました。このアプリケーションを導入することで、より信頼性の高い検査結果の取得および効率的な検査室運営が可能となります。
⑦シスメックスアカデミーとよばれるトレーニングセンターを設置するとともに、オンライントレーニングCaresphere ™ Academyを使ってグローバルで統一された教育コンテンツ・スキル管理ツールを提供し、販売代理店や 医療従事者に向けた臨床的価値の教育や装置のメンテナンス研修を行っています。また、アフリカでは検査室の品質管理体制が国際基準ISO15189に準拠するよう、独自に開発したメンターシップ・トレーニングを提供しています。



(3) 戦略の達成状況に係る指標の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	プレスリリースシスメックスグループ長期経営戦略および中期経営計画を策定

	公表日
	2023年5月11日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	https://www.sysmex.co.jp/news/2023/230511_03.html

	記載内容抜粋
	２．グループ中期経営計画において、2024年3月期の営業利益率、ROEの目標を18.0％、13.0%としておりますが、2026年3月期(最終年度)は、DX投資の成果が出始めること等により20.0％、16.0%を目標として公表しております。
定期的に取締役会において、デジタル化によるビジネスプロセスの再構築に関する進捗報告がなされ、投資により実現する効果、指標、活動の成果（評価）や次のアクションについて、進捗状況の報告を実施しております。



(4) 実務執行総括責任者による効果的な戦略の推進等を図るために必要な情報発信
	発信日
	1 2023年9月29日

	発信方法
	1 シスメックスレポート2023
https://www.sysmex.co.jp/ir/library/annual-reports/Sysmex_Report_2023.pdf
　19ページ、38ページ

	発信内容
	1 シスメックスレポート2023
代表取締役会長グループCEO　家次恒より下記情報を発信しております。（19ページ）
社内においては、積極的な投資を通じてデジタルトランスフォーメーション（DX）の取り組みに注力するとともに、エンゲージメント向上を図り、グローバル人材マネジメントの高度化、ジョブ型人事制度の構築、多様な働き方を可能とする制度を整えてきました。

代表取締役社長　浅野薫より下記情報を発信しております。（38ページ）
中期経営計画最終年度である2025年度の売上高は、2022年度比36％増となる5,600 億円、営業利益は同52％増の1,120億円を目指し、ROEは16％、フリーキャッシュ・フローは 460億円を目指します。収益性の面では、これまで積極的に行ってきたデジタル化への投資のもと2023年度から新システムが稼働するため、業務プロセスの刷新やデータの利活用によって生産性向上につなげていきます。



　(5) 実務執行総括責任者が主導的な役割を果たすことによる、事業者が利用する情報処理システムにおける課題の把握
	実施時期
	　　　2019年6月頃　～　順次

	実施内容
	「DX推進指標」にて自己分析を行い、自己診断を実施。自己診断結果を記入したものを添付書類として提出。



　(6) サイバーセキュリティに関する対策の的確な策定及び実施
	実施時期
	　　　　2017年　　1月頃　～　現在

	実施内容
	サイバーセキュリティにおいては下記の通り取り組んでおります。
1 グループ（グローバル）で統一した情報セキュリティポリシーを2017年1月に制定
　・「グローバル情報セキュリティ基本規程」(非公開)
　・「グローバル情報セキュリティ管理規程」(非公開)
　※グローバル情報セキュリティ基本規程 概(公開)
https://www.sysmex.co.jp/csr/policy/InformationSecurityRegulations_j.pdf
2 内部統制委員会および、グローバル情報セキュリティ委員会にて、経営層へサイバーセキュリティリスクとセキュリティ活動や取り組み状況について報告を実施。（四半期に一度）。
[bookmark: _Hlk148110236]内部統制委員会は、メンバーを取締役社長と担当執行役員及び監査等委員（社外取締役を除く）により構成されております。グローバル情報セキュリティ委員会は、専務取締役と海外関係会社CEO等で構成されております。
3 当社グループの国内2社においてISMS認証を取得。内部審査、外部審査を通じてISMS認証の維持・更新を実施しております。
4 セキュリティインシデントの対策強化を目的として、不正通信などの監視のため、外部のSOC（セキュリティオペレーションセンター）サービスの導入、 インシデント対応チーム（Sysmex-CSIRT）の設置等を実施しております。
https://www.nca.gr.jp/member/sysmex-csirt.html
第三者によるセキュリティリスクアセスメント、システム開発子会社に対するWebサイト脆弱性診断、情報セキュリティ対策ベンチマーク（IPA）を活用した内部評価を定期的に実施しております。 

製品セキュリティにおいては下記の通り取り組んでおります。
1 製品セキュリティポリシーを2019年度制定、2020年4月に社外公開を実施。
https://www.sysmex.co.jp/csr/policy/ProductSecurityPolicy_J.pdf
2 製品の設計・製造、および市販後の脆弱性管理を行う為、Product Security Incident Response Team（PSIRT）を設置しお客様や研究開発・実験にご協力いただいた方々からお預かりした機微情報や、製品に関する高度な独自技術や知的財産などの外部漏えい防止や、内部不正を未然に防ぐための対策をとっています。
3 内部監査、外部監査（IVDR監査・MDSAP監査）を毎年実施しております。

なお、情報セキュリティ強化の取り組みについては、下記にて公開しております。
https://www.sysmex.co.jp/csr/governance/informationsecurity/index.html



（注）(1)～(3)の取組において公表先のURLを提出しない場合は次の①の書類を、(4)の取組において情報発信内容を確認できるウェブサイトのURLを提出しない場合は、次の②の書類を添付すること。また、必要に応じて③、④の書類を添付できる。
①　(1)～(3)の取組における、公表を行っていることを明らかにする書類（公表先のウェブサイトの画面を印刷した書類等）
②　(4)の取組における、情報発信を行っていることを明らかにする書類（情報発信内容を確認できるウェブサイトの画面を印刷した書類等）
③　(1)の取組における企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性、(2) の取組における戦略を補足説明するための書類（最新の情報処理技術の変化による影響を踏まえた観点から決定していることを説明する書類等）
④　(5)～(6)の取組における、実施内容を補足説明するための書類



備考．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。


様式第１７（第４２条関係）（第四面）

（記載要領）
１．「申請年月日」欄は、経済産業大臣に認定更新申請書を提出する年月日を記載すること。
２．「一般事業主の氏名又は名称、代表者の氏名、住所」欄は、氏名については、記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。一般事業主が法人の場合にあっては、住所については主たる事務所の所在地を記載すること。
３．一般事業主が法人の場合であって法人番号が記入されている場合は、一般事業主の氏名又は名称、代表者の氏名、住所の記載を省略することができる。
４．申請内容は正しく記載すること。認定更新後、虚偽または不正の申請を行ったことが判明した場合には、認定の取消し等所要の措置を講ずることがある。

